
令和６年６月 25 日（火）16：00～16：30 

 

令和６年度 第１回 学校運営協議会議事録 

 

参加者：秋庭・吹越・岩崎・吉田・雅樂川・校⾧・教頭・教務 

欠席者：熊澤 

 

 

（１） 委嘱状交付 

・自己紹介 

秋庭：中学校に勤務していたのは、過去のこと、思い出しながら学校に協力したい 

吹越：よろしくお願いします。主任児童員の立場で参加です 

岩崎：地域の子どもたちのために活動していきたい 

吉田：学校評議員から 12 年目の関わり、3 人の校⾧を見てきた 

 

   ・会⾧ 副会⾧の選任 

    秋庭：熊澤先生に引き続き、会⾧をお願いしたい！ 

       大谷中学校の学校運営協議会委員を引き受ける条件になっている 

       皆さんから同意をいただきたい 

       以上を踏まえ、私が副会⾧を引き受ける 

・「海老名市学校運営協議会規則」説明 

   校⾧：学校運営協議会の在り方について「海老名市学校運営協議会規則」をもとにこの組織の役 

割や目的を確認いたします・ 

以下 

第 2 条 主旨 

第 4 条 基本方針 

第 6 条 学校運営に関する意見の申出 

第 8 条 住民の参画の促進等のための情報提供 

第 11 条 委員の報酬 

第 12 条 守秘義務 

 

（２） 令和 6 年度学校経営方針について 

・学校経営方針 

校⾧：紙面の通り、＜自立・夢を拓く人＞の学校教育目標を踏まえ、 

（１） 豊かな心 （２）深める学び （３）健やかな体 （４）社会とのふれあい 

のもと、今年度は「応援される学校」として歩みを進めたい。そのために、皆さんの立場

として、学校がそうあるべきか今後協議を進めていきたい。 

    秋庭:学校のあたりまえを見直すとは 

    教頭：コロナ明け、行事等が戻ってきたことを踏まえ、これからの教育活動、その当時のあたり



まえを学びの保証・働き方改革の両輪で見直していく必要がある。 

   校⾧：学校行事、子どもたちの日常生活等、広い視野で見直しを図りたい。 

 

 

  吉田：まずは、子どもたちが挨拶できるようにしてほしい。 

   校⾧：先生も子どもたちとあいさつを交わし、啓発していきたい 

      子どもたちのあいさつ運動、地域に出てあいさつを交わしてほしい 

   竹島：コロナ前は、青健連を中心に、あいさつ運動を行っていた。 

   校⾧：徐々に戻していきたい 

  雅樂川：小学校の集団登校、立哨の人は努めて挨拶をする。 

      登校班の班⾧があいさつをするようになると、みんな挨拶をするようになる！ 

 

 （その他 情報提供） 

  ・学校運営協議会年間計画について情報提供 

  ・小中一貫教育、社会に開かれた教育課程 

 

 

  ・年間計画、教職員の配置 

   竹島：月ごとの行事について説明 

   教頭：教職員の配置について説明 

   校⾧：以上の情報は規則 12 条に基づき、守秘義務をお願いします。 

 

  ・学年の様子 各学年代表から 

 学年代表：自己紹介 

 1 年黒岩：授業中の発言が多く、学びに向かう姿勢を感じる。 

      キャンプはとても充実していた 

 2 年杉山：学年として チームで自治活動に取り組んでいる 

      鎌倉校外学習、少し意識して頑張っていた 

       職場体験、外部団体と協働しながら進めていく 

      今後は当事者意識をもって活動に取り組んでほしい 

 3 年遠矢：あたたかい生徒が多い 

      先生の協力を得ながら、子どもたちは修学旅行意識して動いていた 

      今は、卒業式をどのように迎えるかが目標 

 

   校⾧：頼りにしている学年代表 丁寧に学年経営を進めてくれている。 

      皆さん、よく見知ってもらいたい 

   秋庭：先生たちの日ごろの尽力に頭が下がる 

   校⾧：せっかく地域の方が参加、協議・共有したいことはありますか 

   黒岩：1 年の稲作、子どもたちが地域に貢献したいと言っている 

      収穫したお米をもって、触れ合う場所はあるか 



   吉田：自治会とつながるようにしたらよい 

   岩崎：公民館祭りを主催している 

   校⾧：応援される学校として、先生も子どもたちも積極的に地域とつながっていきたい 

   秋庭：神社の祭り、子供歌舞伎やっている。そういう場で配ることもできる。 

   秋庭：この会議にぜひ自治会⾧をお招きして、詳細を詰めていきたい。 

   校⾧：9 月に臨時の学校運営協議会を持ってもよいか！ 

      会⾧が招集することになっている 

   吉田：日常から、顔の見えるかかわりが必要である。 

      一緒に考える機会を持ちたい 

   校⾧：中学校にも、地域とつながる窓口を持ちたい 

   教頭：中学校は行事ごとにつながっている、年間通してのコーディネーターはいない 

   校⾧：地域と学校をつなげる人はありがたい 

      岩崎委員、検討をよろしくお願いします。 

   岩崎：１年生の子どもたちの話は地域で相談してみます。 

 

（３） 情報提供  時間いっぱいのため省略 

・中学校給食について 

    ・教材費の無償化 

    ・フルインクルーシブ教育の推進 

    ・定期テストの見直し 

 

（４）協議    時間いっぱいのため省略 

    ・学校経営：応援される学校とは 

    ・本校で取り組む「インクルーシブ教育」   

   

（５） その他 連絡 

  校⾧：子どもたちの学ぶ姿を見に来てください   

   ○6 月 27 日 小中一貫授業参観   

   秋庭：参加します 

   ○7 月 4 日 よりよい授業づくりの学校訪問 

   岩崎：参加します。授業場面だけ見学させてください  

   

閉会 

   秋庭：先生たちがこれほどにも頑張っているので、協力しましょう 

      ここにいる素晴らしいメンバーと出会えたので、この会の所属になってよかった 

      みんなで力を合わせて、学校のバックアップをしていきたい 

 

                                     （文責：校⾧） 


